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【手続補正書】
【提出日】平成25年4月5日(2013.4.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
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【数８－１】
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【数８－２】

から選択される、化合物、その同位体または薬学的に許容されるその塩。
【請求項２】
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【数９】

から選択される、請求項１に記載の化合物、その同位体または薬学的に許容されるその塩
。
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【請求項３】
【数１０】

から選択される、請求項１に記載の化合物、その同位体または薬学的に許容されるその塩
。
【請求項４】
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【数１１】

から選択される、請求項１に記載の化合物、その同位体または薬学的に許容されるその塩
。
【請求項５】
　２－（１－（３－クロロ－３’－フルオロ－４’－（ヒドロキシメチル）－５’－（メ
チルスルホニル）ビフェニル－４－イル）－２－（２－（２，６－ジクロロフェニル）プ
ロパン－２－イル）－１Ｈ－イミダゾール－４－イル）プロパン－２－オールである化合
物、その同位体または薬学的に許容されるその塩。
【請求項６】
　２－（２－（２－（２－クロロ－３－フルオロフェニル）プロパン－２－イル）－１－
（３’－フルオロ－４’－（ヒドロキシメチル）－５’－（メチルスルホニル）ビフェニ
ル－４－イル）－１Ｈ－イミダゾール－４－イル）プロパン－２－オールである化合物、
その同位体または薬学的に許容されるその塩。
【請求項７】
　２－（２－（２－（２，６－ジクロロフェニル）プロパン－２－イル）－１－（３’－
フルオロ－４’－（ヒドロキシメチル）－５’－（メチルスルホニル）ビフェニル－４－
イル）－１Ｈ－イミダゾール－４－イル）プロパン－２－オールである化合物、その同位
体または薬学的に許容されるその塩。
【請求項８】
　２－（２－（２－（２，６－ジクロロフェニル）プロパン－２－イル）－１－（３，３
’－ジフルオロ－４’－（ヒドロキシメチル）－５’－（メチルスルホニル）ビフェニル
－４－イル）－１Ｈ－イミダゾール－４－イル）プロパン－２－オールである化合物、そ
の同位体または薬学的に許容されるその塩。
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【請求項９】
　２－｛２－［１－（２，６－ジクロロフェニル）エチル］－１－［３，３’－ジフルオ
ロ－４’－（ヒドロキシメチル）－５’－（メチルスルホニル）ビフェニル－４－イル］
－１Ｈ－イミダゾール－４－イル｝プロパン－２－オールである化合物、その同位体また
は薬学的に許容されるその塩。
【請求項１０】
　請求項１から９に記載の化合物および１つまたは複数の薬学的に許容されるキャリアを
含む、組成物。
【請求項１１】
　疾患または障害を処置するための組成物であって、治療有効量の請求項１から９に記載
の化合物を含み、該疾患または障害は、アテローム性動脈硬化症、インスリン抵抗性、変
形性関節症、脳卒中、高血糖症、脂質異常症、乾癬、加齢およびＵＶ曝露関連の皮膚のし
わ、糖尿病、がん、アルツハイマー病、炎症、免疫学的障害、脂質障害、肥満、黄斑変性
症、表皮のバリア機能の乱れを特徴とする状態、表皮もしくは粘膜の分化撹乱もしくは過
剰増殖状態、または心血管障害である、組成物。
【請求項１２】
　前記疾患または障害が、アテローム性動脈硬化症、糖尿病、アルツハイマー病または脂
質異常症である、請求項１１に記載の組成物。
【請求項１３】
　前記疾患または障害がアテローム性動脈硬化症である、請求項１１に記載の組成物。
【請求項１４】
　前記疾患または障害が糖尿病である、請求項１１に記載の組成物。
【請求項１５】
　前記疾患または障害がアルツハイマー病である、請求項１１に記載の組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明は、例えば、以下を提供する：
（項目１）
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【数８－１】
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【数８－２】

から選択される、化合物、その同位体または薬学的に許容されるその塩。
（項目２）
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【数９】

から選択される、項目１に記載の化合物、その同位体または薬学的に許容されるその塩。
（項目３）
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【数１０】

から選択される、項目１に記載の化合物、その同位体または薬学的に許容されるその塩。
（項目４）
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【数１１】

から選択される、項目１に記載の化合物、その同位体または薬学的に許容されるその塩。
（項目５）
　２－（１－（３－クロロ－３’－フルオロ－４’－（ヒドロキシメチル）－５’－（メ
チルスルホニル）ビフェニル－４－イル）－２－（２－（２，６－ジクロロフェニル）プ
ロパン－２－イル）－１Ｈ－イミダゾール－４－イル）プロパン－２－オールである化合
物、その同位体または薬学的に許容されるその塩。
（項目６）
　２－（２－（２－（２－クロロ－３－フルオロフェニル）プロパン－２－イル）－１－
（３’－フルオロ－４’－（ヒドロキシメチル）－５’－（メチルスルホニル）ビフェニ
ル－４－イル）－１Ｈ－イミダゾール－４－イル）プロパン－２－オールである化合物、
その同位体または薬学的に許容されるその塩。
（項目７）
　２－（２－（２－（２，６－ジクロロフェニル）プロパン－２－イル）－１－（３’－
フルオロ－４’－（ヒドロキシメチル）－５’－（メチルスルホニル）ビフェニル－４－
イル）－１Ｈ－イミダゾール－４－イル）プロパン－２－オールである化合物、その同位
体または薬学的に許容されるその塩。
（項目８）
　２－（２－（２－（２，６－ジクロロフェニル）プロパン－２－イル）－１－（３，３
’－ジフルオロ－４’－（ヒドロキシメチル）－５’－（メチルスルホニル）ビフェニル
－４－イル）－１Ｈ－イミダゾール－４－イル）プロパン－２－オールである化合物、そ
の同位体または薬学的に許容されるその塩。
（項目９）
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　２－｛２－［１－（２，６－ジクロロフェニル）エチル］－１－［３，３’－ジフルオ
ロ－４’－（ヒドロキシメチル）－５’－（メチルスルホニル）ビフェニル－４－イル］
－１Ｈ－イミダゾール－４－イル｝プロパン－２－オールである化合物、その同位体また
は薬学的に許容されるその塩。
（項目１０）
　項目１から９に記載の化合物および１つまたは複数の薬学的に許容されるキャリアを含
む、組成物。
（項目１１）
　疾患または障害を処置する方法であって、治療有効量の項目１から９に記載の化合物を
、処置を必要としている被験体に投与するステップを含み、該疾患または障害は、アテロ
ーム性動脈硬化症、インスリン抵抗性、変形性関節症、脳卒中、高血糖症、脂質異常症、
乾癬、加齢およびＵＶ曝露関連の皮膚のしわ、糖尿病、がん、アルツハイマー病、炎症、
免疫学的障害、脂質障害、肥満、黄斑変性症、表皮のバリア機能の乱れを特徴とする状態
、表皮もしくは粘膜の分化撹乱もしくは過剰増殖状態、または心血管障害である、方法。
（項目１２）
　前記疾患または障害が、アテローム性動脈硬化症、糖尿病、アルツハイマー病または脂
質異常症である、項目１１に記載の方法。
（項目１３）
　前記疾患または障害がアテローム性動脈硬化症である、項目１１に記載の方法。
（項目１４）
　前記疾患または障害が糖尿病である、項目１１に記載の方法。
（項目１５）
　前記疾患または障害がアルツハイマー病である、項目１１に記載の方法。
　一態様では、本発明は、肝臓Ｘ受容体（ＬＸＲ）の活性の調節因子として有用な化合物
または、個々の異性体もしくは異性体混合物、その同位体、または薬学的に許容されるそ
の塩を含む。
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